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（
次
頁
へ
続
く
）

突
き
付
け
ら
れ
た
「
デ
ィ
オ
バ
ン
論
文
問
題
」

「
こ
の
研
究
に
関
し
て
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
か
ら
の
資
金
提
供
、
研
究
費
・
寄
付
金
の
提
供
、
人
的
提
供
は

あ
っ
た
の
か
」

「
資
金
の
提
供
は
あ
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
（
論
文
の
）
デ
ー
タ
に
関
与
で
き
な
い
。
こ
れ
は
奨
学

寄
付
金
と
い
う
考
え
方
で
は
全
て
同
じ
」

２
月
12
日
、
都
内
で
開
か
れ
た
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス

フ
ァ
ー
マ
の
業
績
記
者
会
見
。
看
板
製
品
の
Ａ
Ｒ

Ｂ
「
デ
ィ
オ
バ
ン
」
の
関
連
論
文
へ
の
関
与
を
め
ぐ
り
、
記
者
と
三
谷
宏
幸
社
長
の
間
で
こ
ん
な
や
り

と
り
が
あ
っ
た
。

事
の
発
端
は
、
デ
ィ
オ
バ
ン
に
関
す
る
医
師
主
導
型
の
大
規
模
国
内
臨
床
試
験
「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
」
の
論
文
が
、「
デ
ー
タ
の
不
備
」
を
理
由
に
、
欧
州
心
臓
病
学
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）、

日
本
循
環
器
学
会
の
学
会
誌
で
相
次
い
で
撤
回
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

同
試
験
の
統
括
責
任
者
を
務
め
た
京
都
府
立
医
科
大
循
環
器
・
腎
臓
内
科
教
授
（
当
時
）
の
松
原
弘

明
氏
は
、
デ
ー
タ
入
力
に
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
も
の
の
、
「
論
文
の
結
論
に
は
影
響
し
な
い
」

と
主
張
。
そ
の
後
、
「
大
学
に
迷
惑
を
か
け
た
」
と
し
て
辞
職
し
た
。
同
大
は
特
別
チ
ー
ム
を
作
り
、
問

題
と
な
っ
た
臨
床
研
究
の
精
度
を
検
証
し
て
い
る
。

こ
こ
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
論
文
を
販
促
活
動
に
使
用
し
て
い
た
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス

と
、
松
原
氏
と
の
資
金
的
な
つ
な
が
り
だ
。
デ
ィ
オ
バ
ン
を
国
内
ト
ッ
プ
製
品
に
押
し
上
げ
た
一
因
と

も
言
え
る
論
文
の
陰
に
利
益
相
反
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
）
は
あ
っ
た
の
か
。
関
心
は
そ
こ
に
注
が
れ
た
。

「
京
都
府
立
医
大
か
ら
発
表
さ
れ
る
数
字
も
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
（
開
示
を
）
を
拒
ん
で
い
る
も
の

で
は
な
い
。
府
立
医
大
が
発
表
す
る
話
に
な
れ
ば
発
表
し
よ
う
と
思
う
」。
会
見
で
三
谷
社
長
は
奨
学
寄

付
金
の
提
供
を
認
め
た
上
で
、
情
報
開
示
に
は
協
力
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

●
批
判
多
い
「
奨
学
寄
付
金
」

会
見
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
奨
学
寄
付
金
は
「
教
育
研
究
の
奨
励
」
を
目
的
と
し
て
、
製
薬
企
業
か
ら

大
学
へ
提
供
さ
れ
る
金
銭
を
指
す
。
そ
の
額
は
数
万
円
か
ら
数
千
万
円
程
と
幅
が
あ
り
、
研
究
費
用
の

確
保
に
苦
心
す
る
大
学
側
に
と
っ
て
は
重
要
な
資
金
源
だ
。
た
だ
、
受
け
取
っ
た
側
の
責
任
で
利
用
さ

れ
、
提
供
側
の
企
業
に
は
責
任
が
生
じ
に
く
い
た
め
、「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
」
に
な
り
や
す
い
と
の
批

判
も
あ
る
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
詳
し
い
都
内
の
あ
る
弁
護
士
は
「
製
薬
企
業
は
使
途
を

あ
ま
り
追
跡
し
な
い
」
と
奨
学
寄
付
金
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
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「
（
臨
床
研
究
に
必
要
な
）
全
部
の
資
金
を
提
供
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」「
良
い
（
研
究
）
結
果

が
出
る
と
い
う
保
証
は
な
い
」（
三
谷
社
長
）。
現
在
の
奨
学
寄
付
金
の
特
性
に
照
ら
せ
ば
、
ノ
バ
ル
テ

ィ
ス
の
直
接
的
な
責
任
は
ど
う
し
て
も
曖
昧
に
な
る
。

た
だ
、
奨
学
寄
付
金
を
研
究
費
用
の
使
い
道
を
明
確
に
絞
り
、
資
金
の
提
供
者
と
受
給
者
の
双
方
に

責
任
が
発
生
す
る
「
研
究
契
約
」
へ
改
め
よ
う
と
い
う
動
き
は
確
実
に
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
製

薬
医
学
会
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
ｈ
Ｍ
ｅ
ｄ
）
の
今
村
恭
子
理
事
長
は
「
今
は
過
渡
期
に
あ
る
」
と
見
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
が
撤
回
し
た
デ
ィ
オ
バ
ン
論
文
は
２
０
０
９
年
度
の
発
表
。
今
村
理
事
長
は
「
今
か
ら
遡
及

し
て
批
判
す
る
の
は
難
し
い
」
と
語
る
。
論
文
の
根
拠
と
な
っ
た
医
師
主
導
型
臨
床
試
験
は
03
年
に
企

画
さ
れ
た
「
非
Ｇ
Ｃ
Ｐ
研
究
」
で
、
当
時
は
自
主
研
究
に
対
す
る
倫
理
指
針
も
不
十
分
だ
っ
た
ほ
か
、

製
薬
企
業
か
ら
の
資
金
提
供
の
在
り
方
な
ど
が
今
ほ
ど
議
論
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

国
内
製
薬
企
業
の
間
で
は
最
近
、「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
（
Ｍ
Ａ
）」
と
い
う
部
門
が
相
次
い

で
新
設
さ
れ
、
臨
床
研
究
支
援
に
関
わ
る
Ｃ
Ｏ
Ｉ
対
策
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
海
外
企
業
で
一
般
的
と
さ
れ
る
Ｍ
Ａ
は
、
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
で
も
開
発
や
営
業
の
部
門
か
ら
独
立
し
た

「
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
本
部
」
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
本
部
が
主
体
と
な

っ
て
「
研
究
者
個
人
の
み
に
依
存
し
な
い
形
」（
同
社
広
報
）
で
の
臨
床
研
究
を
促
進
し
て
お
り
、
２
～

３
年
ほ
ど
前
か
ら
、
資
金
の
流
れ
や
研
究
計
画
が
明
文
化
さ
れ
た
「
契
約
型
」
へ
移
り
つ
つ
あ
る
。

国
内
企
業
の
場
合
、
Ｍ
Ａ
が
営
業
、
開
発
部
門
か
ら
独
立
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
前
出
の
弁

護
士
は
Ｍ
Ａ
が
独
立
し
た
部
署
で
あ
る
こ
と
が
「
形
と
し
て
は
正
し
い
」
と
主
張
す
る
。

●
医
師
が
恐
れ
る
メ
デ
ィ
ア
の
報
じ
方

日
本
製
薬
工
業
協
会
の
透
明
性
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｇ
Ｌ
）
を
め
ぐ
る
議
論
で
も
、
奨
学
寄
付
金
を
含

む
学
術
研
究
助
成
費
や
研
究
開
発
費
な
ど
は
予
定
通
り
13
年
度
か
ら
公
開
さ
れ
る
こ
と
で
決
ま
っ
た
。

医
療
界
が
難
色
を
示
し
、
公
開
が
１
年
先
送
り
に
な
っ
た
の
は
、
医
師
個
人
に
支
払
わ
れ
た
「
原
稿

執
筆
料
等
」
だ
。
医
師
の
実
名
と
、
講
演
料
な
ど
を
含
む
製
薬
企
業
か
ら
の
支
払
金
額
・
件
数
が

丸

裸

に
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、現
場
で
は
「
興
味
本
位
に
報
じ
る
メ
デ
ィ
ア
の
餌
食
に
な
る
」（
勤
務
医
）

こ
と
を
恐
れ
る
空
気
が
濃
い
。

松
原
氏
個
人
が
製
薬
企
業
か
ら
受
け
取
っ
た
「
原
稿
執
筆
料
等
」
は
い
く
ら
な
の
か
。
じ
ほ
う
の
情

報
公
開
請
求
に
応
じ
、
京
都
府
立
医
科
大
が
開
示
し
た
内
部
資
料
に
よ
る
と
、
松
原
氏
は
12
年
度
に
ノ

バ
ル
テ
ィ
ス
を
含
む
製
薬
企
業
９
社
か
ら
、
合
計
約
２
４
０
万
円
に
上
る
支
払
い
を
「
座
長
謝
金
」
や

「
講
師
謝
金
」
な
ど
の
費
目
で
受
け
取
る
と
大
学
側
に
報
告
し
て
い
た
。

11
年
度
以
前
の
分
に
関
し
て
は
「
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
」
と
し
て
、
企
業
名
と
費
目
の

み
を
公
開
し
、
金
額
や
件
数
は
非
公
開
だ
っ
た
。
問
題
の
論
文
が
Ｅ
Ｓ
Ｃ
学
会
誌
で
発
表
さ
れ
た
09
年

度
は
降
圧
剤
を
主
力
製
品
に
抱
え
る
製
薬
企
業
を
中
心
に
25
社
、
10
年
度
は
21
社
、
11
年
度
は
18
社

か
ら
の
支
払
い
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
の
年
度
も
座
長
謝
金
や
講
師
謝
金
が
大
半
だ
っ
た
。
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12
年
度
に
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
か
ら
松
原
氏
へ
講
師
謝
金
（
２
件
）
と
し
て
支
払
わ
れ
た
の
は
40
万
円

だ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
金
額
は
あ
く
ま
で
企
業
と
の
関
係
を
示
す
目
安
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
ｈ
Ｍ
ｅ
ｄ
の
今
村
理
事
長
は
「
情
報
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
で
本
人
が
責
任
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
な
言
動
を
取
る
こ
と
に
な
る
」
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
を
め
ぐ
る

情
報
公
開
の
意
義
を
語
る
。

専
門
家
に
対
し
て
そ
の
専
門
性
へ
の
対
価
が
支
払
わ
れ
る
の
は
当
然
だ
が
、同
時
に
医
師
、研
究
者
、

企
業
を
含
む
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
第
三
者
の
監
視
の
下
で
常
に
緊
張
関
係
を
保
つ
必
要
が

あ
る
。
生
命
関
連
産
業
で
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

●
「
無
駄
に
な
っ
た
善
意
」

「
論
文
が
撤
回
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
試
験
に

参
加
し
た
被
験
者
の
善
意
が
無
駄
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
」
。
あ
る
業
界
関
係
者
は
、
約
３
０
０
０
人

が
参
加
し
た
デ
ィ
オ
バ
ン
の
臨
床
試
験
が

な
か

っ
た
こ
と

に
さ
れ
た
こ
と
の
重
大
性
を
強
調
す

る
。
透
明
性
Ｇ
Ｌ
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
湧
き
起

こ
っ
た
「
デ
ィ
オ
バ
ン
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
が
突
き

付
け
る
課
題
は
重
い
。

そ
の
真
相
は
な
お
も
調
査
中
だ
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
問

題
を
あ
ら
た
め
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
こ
と
は
確

か
だ
。
医
薬
品
に
関
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

説
明
責
任
が
問
わ
れ
る
の
は
む
ろ
ん
、
公
開
さ
れ

た
情
報
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。
メ
デ
ィ
ア
や
市

民
も
、
ま
た
試
さ
れ
て
い
る
。（

こ
の
連
載
は
栗
田
賢
一
、
藤
本
太
郎
、
中
野
雅
弘
が
担
当
し
ま
し
た
）

●松原氏が報告した企業提供の金銭（2012 年度分）

社名 件数 金額（円） 費目

ファイザー 3 444,443 座長、講師謝金

ノバルティス ファーマ 2 400,000 講師謝金

第一三共 2 333,332 座長、講師謝金

アステラス製薬 3 277,777 座長謝金

興和創薬 2 277,777 座長謝金

サノフィ・アベンティス 1 250,000 本会出席謝金

MSD 1 166,666 座長謝金

武田薬品工業 1 166,666 座長謝金

バイエル薬品 1 100,000 座長謝金

12 年度計 16 2,416,661

※情報公開請求に基づき入手した資料の一部


